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うるさいときは、
苦情と抗議の
電話をかけよう！

　
１
月
16
日
に
行
わ
れ
た
厚
木
爆
同
第

４
回
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
第
61
回

定
期
代
議
員
総
会
の
開
催
日
時
が
決
ま

り
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
５
月
８
日
土

曜
日
９
時
30
分
よ
り
大
和
市
渋
谷
学
習

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

が
拡
大
し
て
い
ま
す
の
で
例
年
総
会
の

後
に
行
わ
れ
て
い
た
懇
親
会
は
行
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

も
短
縮
し
て
９
時
30
分
に
開
会
し
て
12

時
に
は
閉
会
と
い
う
日
程
で
行
い
ま
す
。

詳
細
は
第
５
回
執
行
委
員
会
（
２
月
20

日
）
に
提
案
さ
れ
ま
す
。
今
後
代
議
員

選
出
な
ど
の
行
動
が
あ
り
ま
す
。
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
９
月
に
開
催
の
予
定
で

現
在
ま
で
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
「
厚

木
爆
同
結
成
60
周
年
記
念
式
典
」
に
つ

い
て
も
役
員
会
に
提
案
さ
れ
、
総
会
の

後
に
役
員
と
代
議
員
の
参
加
で
行
う
事

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
閉
会
後
12

時
10
分
に
開
会
さ
れ
、
12
時
50
分
に
閉

会
の
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

総
務
委
員
会
、
記
念
誌
委
員
会
及
び
記

念
式
典
実
行
委
員
会
で
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
昨
年
３
月
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
原
子

力
空
母
「
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
」

は
太
平
洋
を
航
行
中
に
１
２
０
０
人
以

上
の
乗
組
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
集
団
感
染
し
、
こ
の
う
ち
１
人
が
死

亡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
集
団
感
染
を
調
査
し
て
い
た
米

海
軍
の
報
告
書
に
よ
る
と
、「
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
は
ベ
ト
ナ
ム
中
部
ダ
ナ
ン
を
出

て
西
太
平
洋
を
航
行
中
の
３
月
24
日
、

初
の
陽
性
者
を
確
認
。
指
揮
権
を
持
つ

第
７
艦
隊
司
令
部
（
横
須
賀
市
）
が
乗

組
員
の
隔
離
場
所
の
検
討
を
始
め
、
沖

縄
と
神
奈
川
の
基
地
か
次
の
目
的
地

だ
っ
た
グ
ア
ム
の
民
間
ホ
テ
ル
に
絞
ら

れ
た
。
司
令
部
は
キ
ャ
ン
プ
・
コ
ー
ト

ニ
ー
（
沖
縄
県
う
る
ま
市
）
に
司
令
部

を
置
く
海
兵
隊
第
３
海
兵
遠
征
軍
と
協

議
し
、
沖
縄
県
の
普
天
間
飛
行
場
や
海

兵
隊
基
地
に
３
千
室
、
厚
木
基
地
に
４

０
０
〜
６
０
０
室
を
確
保
で
き
る
と
試

算
。
こ
の
時
点
で
は
、
グ
ア
ム
で
十
分

な
部
屋
数
は
確
保
で
き
て
い
な
か
っ

た
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
①
沖
縄
ま
で
９
時
間
の

空
路
移
動
で
さ
ら
な
る
感
染
拡
大
の
リ

ス
ク
が
あ
る
②
日
本
政
府
と
の
関
係
を

複
雑
化
さ
せ
る
、
と
し
て
断
念
さ
れ
ま

し
た
が
、
報
告
書
で
厚
木
基
地
内
の
住

宅
施
設
で
は
４
０
０
〜
６
０
０
室
が
空

い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
空
い
て
い
る
施
設
は
即
時
返
還
を

求
め
ま
す
。

　
私
た
ち
厚
木
基
地
周
辺
の
住
民
は

長
年
、
米
軍
艦
載
機
の
離
着
陸
訓
練

（
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
）
の
爆
音
に
苦
し
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
国
は
、Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
訓
練

の
恒
久
的
な
施
設
を
鹿
児
島
県
西
之

表
市
に
あ
る
馬
毛
島
に

作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
11
月
、
当
時
の

安
倍
政
権
は
、
馬
毛
島

の
大
半
の
土
地
を
所
有

し
て
い
る
民
間
会
社
に

対
し
て
、
当
初
評
価
額

の
３
・
５
倍
に
な
る
１

６
０
億
円
と
い
う
法
外

な
価
格
で
買
収
に
合
意

し
、
昨
年
８
月
に
は
基

地
の
施
設
配
置
案
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
八
板

俊
輔
・
西
之
表
市
長
は

昨
年
10
月
、「
最
も
大
き
な
問
題
は
、

（
日
米
地
位
協
定
で
）
米
軍
の
基
地
や

訓
練
に
対
し
て
、
日
本
は
制
限
が
か

け
ら
れ
な
い
こ
と
」「
今
回
の
訓
練
施

設
に
よ
っ
て
失
う
も
の
の
方
が
大
き

い
」「
基
地
に
依
存
し
な
い
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
に
こ
そ
、
持
続
可

能
な
社
会
へ
の
希
望
が
あ
り
ま
す
」

と
し
て
、
受
け
入
れ
反
対
の
意
思
表

示
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
西
之
表
市
議

会
は
昨
年
12
月
「
馬
毛

島
へ
の
米
軍
空
母
艦
載

機
離
着
陸
訓
練
（
Ｆ
Ｃ

Ｌ
Ｐ
）
の
移
転
及
び
自

衛
隊
施
設
整
備
に
反
対

し
、
計
画
の
撤
回
と
計

画
に
係
る
手
続
き
や
調

査
等
の
全
て
の
中
止
を

求
め
る
意
見
書
」
を
採

択
し
、
国
に
提
出
し
ま

し
た
。

　
厚
木
爆
同
は
、
こ
れ

ま
で
一
貫
し
て
日
本
の

ど
こ
に
も
米
軍
基
地
は

い
ら
な
い
と
運
動
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。
被
害
の
た
ら
い
回
し
は
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ

か
ら
も
反
対
を
強
め
闘
っ
て
参
り
ま

す
。

 

コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
て
き
た

　
　
　
　
　

  

厚
木
基
地
の
現
状

硫黄島の
代替訓練施設
馬毛島の現状

硫黄島の
代替訓練施設
馬毛島の現状

５
月
８
日
に
開
催

第
61
回
定
期
代
議
員
総
会

結
成
60
周
年
記
念
式
典

活動方針を決定した第 59回代議員総会

厚木爆同ホームページ　atsugibakudou.com 又は「厚木爆同」で検索

厚木基地での違法な同時離陸訓練

会
員
の
み
な
さ
ん
の
声
を
募
集
し
ま

す
。
厚
木
爆
同
と
の
関
わ
り
、
厚
木

基
地
へ
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

⎝⎛

⎠⎞

　

海
老
名
支
部
は
会
員
30
余
名
の
小

さ
な
支
部
で
す
が
、
毎
年
夏
に
平
和

映
画
会
を
開
催
し
て
来
ま
し
た
。
昨

年
が
33
回
目
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
も
コ
ロ
ナ
で
開
催
は
危
い
情
勢

で
す
。
早
期
収
束
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

　
海
老
名
の
北
部
は
爆
音
コ
ン
タ
ー

内
に
入
っ
て
い
て
、
特
に
東
柏
ヶ
谷
地

区
は
爆
音
被
害
が
激
し
い
で
す
。
　
私

は
海
老
名
の
南
部
（
コ
ン
タ
ー
外
）
に

住
ん
で
い
ま
す
が
、
米
軍
の
艦
載
機
が

岩
国
基
地
に
移
転
に
な
っ
て
か
ら
は
耐

え
ら
れ
な
い
爆
音
は
減
少
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
厚
木
基
地
か
ら
飛
び
立
っ

た
自
衛
隊
機
が
訓
練
な
の
か
も
し
れ
な

い
で
す
が
、
度
々
こ
ち
ら
に
も
飛
行

し
旋
回
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
ど

ち
ら
に
し
て
も
基
地
が
あ
る
限
り
米

軍
機
・
自
衛
隊
機
の
飛
行
が
あ
り
、

墜
落
事
故
等
の
不
安
が
消
え
ま
せ
ん
。

軍
用
機
の
飛
行
差
し
止
め
、
そ
し
て

基
地
撤
去
を
実
現
さ
せ
る
以
外
あ
り

ま
せ
ん
。
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　（
海
老
名
支
部
　
柴
井
　
等
）

聞
い
て
！
聞
い
て
！
（
厚
木
爆
同
会
員
の
声
）
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私
た
ち
厚
木
爆
同
の
長
年
に
わ
た
る
抗
議

活
動
、
監
視
行
動
及
び
裁
判
闘
争
の
結
果
、

米
空
母
艦
載
機
の
岩
国
移
駐
が
実
現
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
騒
音
測
定
回
数
は
減
少
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
厚
木
基
地
周
辺
住
民
に

と
っ
て
は
、
米
軍
や
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

は
飛
行
コ
ー
ス
に
関
係
な
く
、
低
空
を
飛
び

回
り
、
自
衛
隊
の
対
潜
哨
戒
機
Ｐ‒

３
Ｃ
や
Ｐ

‒

１
の
訓
練
飛
行
も
厚
木
基
地
で
タ
ッ
チ
ア
ン

ド
ゴ
ー
を
繰
り
返
し
、
３
〜
５
分
お
き
に
騒

音
を
ま
き
散
ら
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
２
０
２
０
年
の
厚

木
基
地
滑
走
路
北
１
㎞
地
点
で
の
年
間
騒
音

測
定
回
数
（
70
㏈
以
上
の
騒
音
が
５
秒
以
上

の
継
続
音
）
は
１
３
，
０
３
５
回
と
な
り
、

月
１
，
０
０
０
回
を
越
え
る
騒
音
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
回
数
を
昨
年
と
比
べ
て
み
ま
す
と
、

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
事
か
ら
今
後
も
騒
音
測
定
回
数
は
、
変

わ
ら
ず
に
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
決

し
て
騒
音
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
え
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

厚
木
基
地
周
辺
住
民

は
相
変
わ
ら
ず
、
月

１
，
０
０
０
回
の
騒

音
に
悩
ま
さ
れ
る
の

で
す
。

　
私
た
ち
は
、
厚
木

基
地
が
返
還
さ
れ
、

静
か
な
空
を
取
り
も

ど
す
ま
で
、
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
共

に
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　
厚
木
爆
同
も
実
行
委
員
会
に
参
加
し
、
共

同
代
表
と
し
て
取
り
組
ん
だ
「
日
米
地
位
協
定

を
考
え
る
パ
ネ
ル
展
」が
昨
年
12
月
13
日（
日
）、

14
日
（
月
）
の
二
日
間
、
大
和
シ
リ
ウ
ス
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
特
に
女
性
や
若
者
の
ス
タ
ッ
フ
の
発

想
を
重
視
し
、
イ
ラ
ス
ト
や
ビ
デ
オ
を
有
効
に

使
う
な
ど
判
り
易
い
展
示
を
工
夫
し
ま
し
た
。

若
い
人
に
も
理
解
し
や
す
い
と
考
え
、
東
名
高

速
や
相
鉄
線
の
大
和
ト
ン
ネ
ル
と
厚
木
基
地
の

関
係
か
ら
展
示
を
ス
タ
ー
ト
し
、
住
宅
密
集
地

の
真
ん
中
に
厚
木
基
地
が
あ
る
事
実
や
舘
野
鉄

工
所
・
緑
区
の
墜
落
事
故
、
そ
の
事
故
で
日
本

の
警
察
や
消
防
車
が
現
場
に
も
入
れ
な
か
っ
た

事
実
な
ど
、
そ
の
す
べ
て
の
原
因
が
日
米
地
位

協
定
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
を

主
眼
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
３
０
０
人
近
い
人
が
来
訪
し
、
２
０
０
人
近

い
人
が
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
「
ず
っ
と
大
和
市
に
住
ん
で
い
る
が
、
墜

落
事
故
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。」

「
日
米
地
位
協
定
と
い
う
言
葉
は
ニ
ュ
ー
ス
で

聞
い
た
が
こ
ん
な
身
近
に
感
じ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。」「
こ
う
い
う
企
画
が
あ
っ
た
ら
ま
た

参
加
し
た
い
」
と
い
っ
た
若
い
人
の
感
想
も
あ

り
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
厚
木
爆
同
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
置

き
、
勧
誘
も
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
の

市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
も
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　「
県
央
共
闘
会
議
」
主

催
、「
厚
木
爆
同
」
後
援

の
『
平
和
運
動
の
課
題
を

探
る
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

昨
年
12
月
26
日
、
渋
谷
学

習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

〇
爆
音
訴
訟
こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
　

　
　福
田
　護
さ
ん

〇
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
い

か
に
埋
め
る
か
　日
本
と

韓
国
・
本
土
と
沖
縄

　
　野
村
晋
作
さ
ん

〇
木
更
津
の
オ
ス
プ
レ
イ

反
対
の
取
り
組
み
　
　
　

　
　武
藤
美
好
さ
ん

〇
横
須
賀
か
ら
の
報
告

　
　新
倉
裕
史
さ
ん

　
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で

四
氏
か
ら
話
を
伺
い
ま
し

た
。
内
容
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

福
田
氏
：
米
軍
主
力
艦
載

機
の
岩
国
移
転
に
よ
り
異
常
な
爆
音
は
一
定

程
度
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
１
９
７
３

年
制
定
の
環
境
基
準
は
未
だ
に
達
成
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
静
か
な
生
活
環
境
実
現
を
め
ざ

す
戦
い
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

野
村
氏
：
語
り
合
う
こ
と
か
ら
互
い
の
理
解

が
始
ま
る
の
で
す
。
沖
縄
の
問
題
で
は
、
地

元
と
政
府
の
認
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
為

に
も
世
論
を
喚
起
し
、
辺
野
古
基
地
建
設
反

対
を
複
数
の
可
能
な
運
動
で
創
り
出
し
、
政

府
が
建
設
断
念
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
こ
う
。

武
藤
氏
：
２
０
１
４
年
、
市
が
受
け
入
れ
た

定
期
整
備
拠
点
に
不
安
が
募
り
ま
す
。
陸
自

オ
ス
プ
レ
イ
が
市
に
暫
定
配
備
さ
れ
ま
し
た

が
、
訓
練
空
域
は
千
葉
県
全
域
・
相
模
湾
・

関
東
各
地
の
自
衛
隊
基
地
に
及
び
、
木
更
津

の
み
の
問
題
で
は
な
い
。
監
視
行
動
強
化
と

市
民
運
動
の
さ
ら
な
る
喚
起
を
図
り
ま
す
。

新
倉
氏
：
今
な
お
「
基
地
の
街
」
の
グ
レ
ー

な
イ
メ
ー
ジ
で
見
ら
れ
る
こ
と
の
強
い
横
須

賀
。イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
脱
却
を
図
る
に
は
、「
旧

軍
港
市
転
換
法
」（
軍
転
法
）
が
め
ざ
す
平
和

産
業
港
湾
都
市
こ
そ
が
近
道
。「
基
地
の
な
い

ま
ち
」
を
目
標
に
据
え
直
す
こ
と
で
、
横
須

賀
の
新
し
い
都
市
イ
メ
ー
ジ
が
生
ま
れ
る
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
間
騒
音
１
３
，０
３
５
回
　

　
違
法
騒
音 

月
１
，０
０
０
回
を
越
え
る

平和運動のシンポジウムを開催

平和運動シンポジウム

日米地位協定を考えるパネル展

厚木爆同ホームページ　atsugibakudou.com 又は「厚木爆同」で検索

日
米
地
位
協
定
を
考
え
る

　
　
　
　 

パ
ネ
ル
展
開
催

●厚木基地 北１km地点 月別騒音測定回数の推移

●厚木基地の年間騒音測定回数の推移

◆70㏈以上の騒音が5秒以上継続したものを1回
◆測定回数は大和市基地対策課の資料より

年
2017 年
2018 年
2019 年
2020 年

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

12,52112,521

19,549

22,561

17,038

15,158

8,699 8,024 7,886

13,764 13,035

16,068 15,884

2017年
艦載機移転８月開始艦載機移転３月完了

2018年 2019年 2020年

1 月
1,596 
1,286 
1,079 
882 

1,781 
1,430 
1,254 
1,039 

2,087 
1,307 
1,421 
1,168 

2,429 
1,461 
1,601 
1,153 

2,734 
1,725 
1,434 
1,342 

1,423 
1,188 
1,081 
1,197 

1,104 
1,096 
810 
1,051 

1,566 
1,159 
892 
1,071 

1,867 
945 
1,071 
1,050 

842 
1,359 
969 
1,033 

1,001 
1,217 
1,127 
1,135 

1,119 
985 
1,025 
914 

19,549
15,158
13,764
13,035

2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 年間数

南500ｍ
北１km
北３km
  


